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 遠隔教育は、教育の質を大きく高める手段。
 具体的には、学校同士をつないだ合同授業の実施や外部人材の活用、幅広い科目開設など、教師の指導や子供達の学習の幅を

広げることや、特別な支援が必要な児童生徒等にとって、学習機会の確保を図る観点から重要な役割を果たす。

遠隔教育の活用場面・効果について

教科の学びを深める遠隔教育 個々の児童生徒の状況に
応じた遠隔教育

多様な人々とのつながりを
実現する遠隔教育

• 大学と接続し、導入で
興味・関心を高めたり、
質問したりする

（岡山県赤磐市）

• 教室にいながら社会
教育施設を見学し、
専門家による解説を
聞く
(大分県佐伯市)

• 特定の教科・科目の
の教師がいない学校
に授業を配信し、開
設科目の数を充実
する

（静岡県）

• 台湾の小学生と英語でコミュニケーションを
取ったり、調べたことを発表し合ったりする

（長崎県対馬市）

• 小規模校の子供たちが他校の子供たちと
一緒に授業を受け、多様な考えに触れる
機会をつくる（熊本県高森町）

• 日本語指導が必要な児童と離れた学校の
日本語教室を接続する（愛知県瀬戸市）
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• 病気療養児が、病室等で在籍校の授業を
受ける（神奈川県）

社会教育施設のバーチャル見学

小学校におけるプログラミング教育

高等学校における教科・科目充実型授業

病気療養児に対する学習指導

外国人児童生徒等への日本語指導海外の学校との交流学習

小規模校の課題解消に向けた合同授業



教師 ＋ 児童生徒

教師支援型 教科・科目充実型合同授業型

教師 ＋ 児童生徒 当該学校の教師（当該教科の
免許状の有無は問わない）＋
生徒

教師 ＋ 児童生徒

ALTや専門家等 当該教科の免許状を保有する教師

※ 高等学校
段階のみ

児童生徒が多様な意見や考えに
触れたり、協働して学習に取り組
んだりする機会の充実を図る。

児童生徒の学習活動の質を高める
とともに、教員の資質向上を図る。

生徒の多様な科目選択を可能
とすることなどにより、学習機会
の充実を図る。

同時双方向

送
信
側

受
信
側

同時双方向
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遠隔教育の類型（イメージ）



遠隔教育の実態と推進施策

遠隔教育に係るKPI

遠隔教育を希望する全ての学校が 遠隔教育を実施できるようにするとともに、遠隔教育の存在が学校現場で当た
り前のものとなるように、
「初等中等教育段階の学校において、遠隔教育を実施したいが、できていない学校を令
和5年度までにゼロにする」

 以上を踏まえ、学校に教師が必ずいることと同じように、遠隔教育が、すべての学校にとって、その存在が当たり前の
ものとなるよう、KPIを設定し、その達成に向けて必要な施策を推進。

 2020年代の早期に、すべての初等中等教育段階の学校で、遠隔教育を活用した教育の質の向上を図っていくことが
できるよう、実施状況や活用意向を把握・分析。

※ 個別の学校の状況等については未調査

域内の全ての学校で
遠隔教育を実施している自治体

36自治体
域内の一部の学校で遠隔教育を実施しており、
他の学校でも実施したい自治体 115自治体

域内の一部の学校で遠隔教育を
実施している自治体

(他の学校での実施希望はなし(※))
248自治体

域内で遠隔教育を実施している学校はないが、
実施を希望している自治体 348自治体

遠隔教育を実施したいが、実施できていない学校がある自治体数
463自治体（25.5％）

【主な理由】
ノウハウがなく、どのように実施したらよいかわからない

222自治体（12.2％）
コスト面で断念している 227自治体（12.5％）

域内で遠隔教育を実施している学校はなく、
現状の学校教育で問題がないなどの理由で、
実施を希望していない(※)自治体
1068自治体

2019年2～3月実施。対象は、教育委員会。
回答数：2019年3月現在 1,815自治体
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 学校統廃合の困難な小規模学校に対して、ＩＣＴを活用して他の学校と結び、児童生徒同士の学び合い体験を通じた学習活動の充実などを図る実証
研究を実施。

 遠隔地間における双方向型の合同学習等について、指導方法の開発や、効果の検証を実施 ※ 社会教育においても、同様の実証研究を実施

【平成29年度採択団体】
（７地域２８校）
・喬木村教育委員会（長野県）
・奈良県教育委員会
・萩市教育委員会（山口県）
・西条市教育委員会（愛媛県）
・長崎県教育委員会
・高森町教育委員会（熊本県）
・鹿児島県教育委員会

学校教育におけるＩＣＴを活用した実証研究（平成２７～２９年度）

遠隔教育システム導入実証研究事業（平成３０年度～）

 多様性のある学習環境や専門性の高い授業の実現等、児童生徒の学びの質の向上を図るため、遠隔教育システムの導入促進に係る実証事業を実施
 遠隔教育システムの効果的な活用方法に関するノウハウの収集・整理とその効果検証及び情報通信技術等に関する検証を実施

実証研究テーマの例
○ 専門性を育む教育における遠隔教育

（ＡＬＴ等を活用した外国語指導、専門家による専門性の高い授業 等）

○ 個々の児童生徒の状況に応じた遠隔教育
（特別な配慮を必要とする児童生徒への決め細やかな指導の充実のための授業、不登校児童生徒、
外国人の児童生徒、特定分野に特異な才能を持つ児童生徒に対する支援のための授業 等）

○ 多様性のある学習環境の遠隔教育
（極小規模校（複式学級等を有する学校）と他の学校との遠隔合同授業、国内外の

学校との交流授業 等）

【平成30年度採択団体】
（６地域４４箇所（社会教育施設等を含む））
・静岡市教育委員会（静岡県）
・瀬戸市教育委員会（愛知県）
・赤磐市教育委員会（岡山県）
・土佐町教育委員会（高知県）
・高森町教育委員会（熊本県）
・佐伯市教育委員会（大分県）

実践事例や指導のポイント、
遠隔教育システムの利用にお
ける留意点等をまとめたガイド
ブックを作成

・遠隔合同授業を実施するためのICT環境
・遠隔合同授業を実施するまでのステップ
・よくある問題点やその解決方法
・計画の立て方効率的な準備
・実践例
・効果的な授業を行うための方策

ガイドブックの主な内容
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遠隔教育に関する実証事業について



教員の説明や発問

大型提示装置越しに、教員が説明を行う。
児童生徒も相手校の教員に質問するなど、
同じ教室にいるような活動が行われる。

板書や教材の提示

板書をカメラで撮影したり、両校で同じデジ
タル教材を表示したりして、授業に必要な
情報を共有する。

全体で行う発表や話合い

児童生徒が自分の考えを発表する。そ
の様子はカメラで撮影されて、相手校に
も伝わる。

グループやペアでの活動

情報端末の遠隔会議システムを通じて、相
手校と一緒にグループを作って、活動を行う。

主な学習活動 主な効果

多様な意見や考えに触れられる

遠隔授業での発表や話合いを通じて、
異なった視点からの発送に気づくことがで
きる。

友達との話合いや議論を通じて、自分の
考えを深められる

自校の児童生徒にはなかった考え方を聞く
ことで視野が広がり、自分の考えの良さや
問題点に気づくことができる。

複式学級での直接指導の時間が増える

複式学級の児童生徒が、１時間を通して
教員から直接指導を受けたり、質問したりす
る時間が増える。

学習活動の規模が広がる

相手校と分担して調べ学習を行い、それぞ
れが調べたことを基に話し合うことができる。

場所が離れている良さを生かした学習や、
離れた場所にある学習資源を利用した学
習活動ができる

学級数に対して限られた人数しかＡＬＴ
がいない場合でも、遠隔合同授業で一度
に複数校に対して指導が行える。

コミュニケーション力や社会性が養われる

大人数を相手に緊張する中で、言葉や図を
工夫して説明する姿が見られる。

他校の状況や様子について把握できる

同学年の子供たちとのグループ活動を経
験したことが、中学校へ進学する際の自
信につながる事例が見られた。

学習意欲や相手意識が高まる

相手校の児童生徒に説明することで、「どう
やったらわかってもらえるか」という意識を持っ
て考えることができる。

※人口減少社会におけるICTの活用による教育の質の維持向上に係る実証事業（平成27年度～29年度）より 5

「合同授業型」の遠隔授業で見られる主な学習活動と効果



遠隔授業を行うねらいは、
一緒に授業を受ける児童生
徒の人数を増やし、また自分
たちとは異なる考えを持つ児
童生徒と一緒に授業をするこ
とで、小規模校や少人数の
学級でも児童生徒同士で話
し合い、学び合う活動が行い
やすくなることにある。
効果的な遠隔授業を行う

ためには、授業の中で児童生
徒同士が話し合い、共に学
び合う学習場面を設定するこ
とが重要。

実践事例 中学校１年生・国語

発 表
▶ 期待する効果

・学習意欲や相手意識
を高める

・表現力を養う

調べたことや学習したことを発表し
合う活動

単元「新しい視点へ」において、自分の「好きなも
の」について相手校の生徒に発表する場面を設
けることで相手意識を高め、より分かりやすく伝え
ようとしたり、より良い聞き方をしようとしたりする態
度を高める。

実践事例 小学校５年生・算数
多様な解き方を出し合う活動

実践事例 小学校６年生・国語
テーマに対してディベートをする活動

実践事例 中学校２年生・
総合的な学習の時間

調べ学習を協働で行ったり、作品
を協働で作成したり、評価し合った
りする活動

実践事例 中学校２年生・数学

多くのデータや事象をもとに、規則
や法則などを見つける活動

実践事例 小学校４年生・社会
身近なものや地域のものを題材とし
て、調べたことを共有する活動

実践事例 小学校６年生・
外国語活動

ALTのネイティブな発音に触れる活動

単元「四角形と三角形の面積」において、面積
の求め方を両校のグループ毎に発表し合うことで、
少人数では出てこなかった多様な考えに触れる。

単元「問題を解決するために話し合おう」において、
テーマに対して「肯定」「否定」の立場に分かれ、
合同でディベートを行うことで、多様な考えや価
値観に触れ、自分の考えを深める。

テーマ「京都について調べよう」において、両校合
同のグループを編成し、グループ毎に設定したテー
マについて調べた内容
を持ち寄って意見交
換を行いながら、協働
で作品(発表資料)を
制作する。

単元「確率」において、各校のグループ毎にサイコ
ロを振る実験を行うことで、小規模校だけより多く
のデータを集め、各グループが得たデータを全体で
共有することで、法則を見出す。

単元「水はどこから」において、自分たちの校区な
らではの飲料水確保の方法とその理由を調べ、
遠隔会議システムを用いて伝え合う活動を通し
て、地域環境の特徴や相違点があることを学ぶ。

小学校外国語活動において、自校にALTがいな
い場合に遠隔会議システムでつなぎ、相手校の
ALTの発音に触れることで、ネイティブスピーカー
の発音に触れる時間数を増やす。

考えや意見
の出し合い

・多様な意見や考えに
触れる

▶ 期待する効果
議論や
話合い

▶ 期待する効果
・自分の考えを深める
・学習活動の規模が広

がる

協働制作
▶ 期待する効果

・多様な意見や考えに
触れる

・社会性を養う

情報の
集約

▶ 期待する効果
・学習活動の幅を広

げる

互いの特徴
や相違点の
伝え合い

▶ 期待する効果
・場所が離れている良

さを生かした学習を
行う

遠隔にある
教育資源の

活用

▶ 期待する効果
・学習活動の幅を広

げる

※人口減少社会におけるICTの活用による教育の質の維持向上に係る実証事業（平成27年度～29年度）より 6

「合同授業型」の遠隔授業の効果を期待しやすい場面・実践例



高森東学園義務教育学校 高森中央小学校

〇 外国語活動・外国語の授業において、ALTによる
ネイティブな発音指導等を受ける機会を増やしたり、
児童同士の交流学習を通して、相手意識を高めさ
せ、多様なコミュニケーションの機会を確保すること
により、英語による表現活動を充実

〇 町内小・中・義務教育学校の授業において遠隔教
育のコンテンツを持った専門機関等からゲストティー
チャーとして参加していただき、生徒に最新・専門的
な知識や技能に触れる機会を保障

連携体制、実施学年・教科

高森東学園
義務教育学校
（小規模校）

前期課程児童数
26名

後期課程生徒数
14名

高森中央小学校
（連携校）

生徒数 265名

高森中学校
（連携校）

生徒数 135名

取組の特徴

（事業計画書より抜粋） 7

「合同授業型」の遠隔授業の事例①（熊本県高森町）



○ 複式・小規模校の母間小学校と花徳小学校、
山小学校の算数科や道徳の時間における遠隔合
同授業を実施。少人数のよさを生かしながら，教
員と児童が直接対面する時間を増やし、主体的
な学習を促す支援を充実。

○ タブレットＰＣとテレビ会議を連動させ，他の学校
の児童との主体的・対話的な学びの中で，多様な
考えにふれ，考えを深めたり討論したりする中で，
思考力・表現力を高める授業を展開。

■学級数・児童数（平成29年5月1日現在）
母間小

花徳小

山小

学年 教科

小学３～6年 算数、道徳、社会、国語、外国語活動

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年 全体

１ ６ １ ７ 複 ５ 複 ７ 複 ３ 複 ６ ５ ３４

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年 全体

複 ５ 複 ２ 複 ３ 複 ５ 複 ５ 複 ６ ３ ２６

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年 全体

１ １ ０ ０ 複 ６ 複 ２ 複 ３ 複 ２ ３ １４

花徳小

３・４年道徳

５・６年算数

山小

花徳小母間小

J児童数 J児童数 J児童数 J児童数
J児童数 J児童数 J児童数

J児童数 J児童数 J児童数 J児童数 J児童数 J児童数 J児童数

J児童数 J児童数 J児童数 J児童数 J児童数 J児童数

母間小学校
（小規模校）
（複式学級）

山小学校
（小規模校）
（複式学級）

花徳小学校
（小規模校）
（複式学級）

連携体制、実施学年・教科

取組の特徴
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「合同授業型」の遠隔授業の事例②（鹿児島県徳之島町）



フィリピンの英会話講師

高知県
土佐町立土佐町中学校

・英語の授業において、個人に
配布されたタブレットPCを用い
て、フィリピンにいる英会話講師
から英会話の指導を15分程
度受ける。

・20名程度の生徒が同時にマン
ツーマン指導を受けることができ
る。

・全体指導や、グループレッスン
等も授業の中に組み入れてい
る。

接続先

概 要

※平成30年度「遠隔教育システム
導入実証研究事業」委託先

大阪府
河内長野市立高向小学校

・総合的な学習の時間において、
小学校高学年の児童が、ペ
ルー在住のJICA職員からJICA
の活用内容や日本との文化の
違いなどについての講話を聞い
た。

・現地の小学校との交流学習も
行っている。

・河内長野市立教育メディアセン
ターが中心になってコーディネイト
を進めている。

※http://www.mockle.n
et/media-center/

ペルー在住のJICA職員
接続先

概 要

北海道
奥尻高等学校

・リストンカレッジで日本語を学
習している生徒との交流を行っ
た。前半は日本語のみを用い
て、相手を思いやりながら交流
した。後半はこれまでの学習を
活かし、英語のみでの交流を
行った。

ニュージーランドリストンカレッジ

※http://www.town.okus
hiri.lg.jp/highschool/de
tail/00003265.html

接続先

概 要

長崎県
対馬市立厳原北小学校

・総合的な学習の時間において、
希少野生動物であるツシマヤマ
ネコについて調べている日本の
児童と、同じく希少野生動物の
台湾ヤマネコについて調べている
台湾の児童が互いに調べたこと
を伝え合った。

・互いに英語について学習を始め
た時期であり、英語で挨拶や自
己紹介をするなどのコミュニケー
ションを取ることができた。

台湾新北市文德国民小学校

※長崎県教育委員会から情報提
供

接続先

概 要
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遠隔教育システム導入実証研究事業

目標とする成果
本事業による実証事例を踏まえ、遠隔教育システムの効果的な活用方法に関するノウハウの収集・整理とその効果検証及
び情報通信技術等に関する検証を行う。成果をガイドブック等にまとめ、成果報告会を実施し、遠隔教育システムの活用促
進による児童生徒の学びの質の向上を図る。

●ＡＬＴ等を活用した外国語指導、専門家による
専門性の高い授業 等

●特別な配慮を必要とする児童生徒への決め細やかな
指導の充実のための授業、不登校児童生徒、外国
人の児童生徒、特定分野に特異な才能を持つ児童
生徒に対する支援のための授業 等

●極小規模校（複式学級等を有する学校）と他の
学校との遠隔合同授業、国内外の学校との交流
授業 等

実証研究テーマの例

遠隔教育システム

事業趣旨
ICTを活用した遠隔教育は、多様性のある学習環境や専門性の高い授業の実現等、質の高い学習の
実現に資することが期待される。このため、ALTを活用した外国語指導や特別な配慮を必要とする児童
生徒へのきめ細やかな指導等において、遠隔教育システムの活用を促進することにより、児童生徒の学
びの質の向上を図る。

多様性のある学習環境や専門性の高い授業の実現等、児
童生徒の学びの質の向上を図るため、遠隔教育システムの導
入促進に係る実証事業を行う。（平成30年度６地域）
（１）実施主体

都道府県教育委員会・市町村教育委員会（実証地
域）、事業者（成果取りまとめ）

（２）委託経費
調査研究費（調査分析経費等）、実証研究費（通信
費、借損料）等

事業内容

①専門性を育む教育における
遠隔教育

②個々の児童生徒の状況に
応じた遠隔教育

③多様性のある学習環境の
遠隔教育

2019年度予算額(案) ４７百万円
（前年度予算額 ５２百万円）
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